
反町遺跡（東松山市） 弥生時代後期からの大規模集落遺跡/古墳時代後期には数多くの古墳が築造されたエリア

　　前方は東松山市の高坂にオープンしたショッピングモール「ピオニウォーク」/この開発に際して反町遺跡の発掘が行われた



都幾川を挟んだ反町遺跡の対岸には4世紀後半に野本将軍塚古墳が築造され、その北側（図の上部）には古墳時代前期の五領
遺跡が展開している

　　　　← 五領遺跡
　（赤字）

　　　　← 将軍塚古墳
　　（赤字）

　　　　← 反町遺跡
　（赤字）



　　　　　　すぐ西側（図の左側）には三角縁神獣鏡が出土した高坂古墳群が展開している

平成30年12月9日　「シンポジウム　野本将軍塚古墳の時代」の冊子より



反町遺跡の周辺には各時代を通じて幾つもの遺跡や古墳が所在する/また、その北側には都幾川が流れ水運基地の「津」があったことが窺える

大東文化大学オープンカレッジ平成26年秋期講座/考古学史を飾る埼玉の遺跡-埼玉の考古学史を学ぶ-/シリーズ講座　郷土の歴史を学ぼう/集落遺跡が語る東松山の3～4世紀の社会/資料編より



　その都幾川に架かる橋から反町遺跡のエリアを見たところ



　　前方が「ピオニウォーク」のエリア



　　　H23.3.4～6に「ピオニウォーク」のホールで開催された反町遺跡展の模様



　　　　この馬形埴輪も出土した



　　配布資料

















　　これは「ピオニウォーク」に常設されている展示ケース





　　　勾玉などを作った玉作工房やガラス小玉を作った鋳型も発見された



こちらは東松山市埋蔵文化財センター



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



　　　　その「反町遺跡の木質遺物」が展示されている

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2019.4.22



　　　臼

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2019.4.22



　　左手は鍬（未成品）、右手は杵

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2019.4.22



　上段は一木多又鋤、下段左手は横鍬、右手はナスビ形鍬

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2019.4.22



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



　　反町遺跡の玉作り工房跡

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



　　反町遺跡第268号住において、緑色凝灰岩の管玉の製作行程が復元できた

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2019.4.22



　　ガラス小玉の鋳型も出土している

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2019.4.22



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2019.4.22



大東文化大学オープンカレッジ平成25年秋期講座/古代埼玉のものつくりのムラ/シリーズ講座　郷土の歴史を学ぼう/玉をつくるムラ　より



大東文化大学オープンカレッジ平成25年秋期講座/古代埼玉のものつくりのムラ/シリーズ講座　郷土の歴史を学ぼう/玉をつくるムラ　より



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



　　　　　反町遺跡出土の土器

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



　反町遺跡の北側を流れる都幾川の対岸には埼玉県内でも有数の規模を誇る将軍塚古墳が所在する/その近くに五領遺跡が展開している

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



　　　都幾川の水運基地の「津」を利用していたと思われる反町遺跡と周辺の遺跡の関連遺物

大東文化大学オープンカレッジ平成26年秋期講座/考古学史を飾る埼玉の遺跡-埼玉の考古学史を学ぶ-/シリーズ講座　郷土の歴史を学ぼう/集落遺跡が語る東松山の3～4世紀の社会（資料編）　より



五領遺跡は首長クラスの住まいの周辺に営まれた集落/反町遺跡はヤマト王権の経済圏を拡大するために先進技術を伴って
遠方からやって来た人々が形成した技術拠点であり交流拠点の集落/この違いが発掘調査により明らかにされたということらしい

東松山市埋蔵文化財センターの展示より　2017.8.24



　　　　これは都幾川の対岸に所在する4世紀後半築造とされる墳丘の全長115mの大型前方後円墳である野本将軍塚古墳から反町遺跡のエリアを見たところ
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